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代表者 代表取締役社長　今村 隆郎 ＵＲＬ http://www.nisshin-oillio.com

資本金 16，332百万円（2013年3月31日現在） 創　立 明治40年（1907）

役 員 氏 名 会社沿革及び概要

明治40年�（1907）� �　大倉喜八郎、�松下久治郎に
より�「日清豆粕製造株式会社」�の名称で
創立されました。��東京に本社、�大連に
支店、�工場をもうけ、�大豆を原料とする
大豆油、�大豆粕の製造加工、�貿易を業務
としました。�

大正７年�（1918）� �　社名を�「日清製油株式会社」�
に改め、�横浜市にあった松下商店および
松下豆粕製造所�（旧横浜神奈川工場）�を
吸収合併しました。��

昭和33年�（1958）� �　顆粒状レシチンの国産化に
成功しました。�

昭和34年�（1959）� �　攝津製油株式会社�（創立明
治22年＝1889）�の経営に参加することに
なりました。�研究部門を充実させるた
め、�従来の研究部を独立させ、�日清製油
研究所を開設しました。�

昭和48年�（1973）� �　ファインケミカル事業に本
格参入しました。�

平成14年�（2002）� �　純粋持ち株会社�「日清オイ
リオグループ株式会社」�と事業会社�「日
清オイリオ株式会社」�に会社分割いたし
ました。�

平成15年�（2003）� 　�中国上海市に「日清奥利友
（中国）投資有限公司」を設立しました。

平成16年�（2004）� �　日清オイリオグループ株式
会社、�日清オイリオ株式会社、�リノール
油脂株式会社、�ニッコー製油株式会社４
社の合併により、�「日清オイリオグルー
プ株式会社」�となりました。�

平成19年�（2007）� �　創立100周年を迎えました。
同年、中国広州市に化粧品原料の販売拠
点を開設しました。

平成20年�（2008）　�ドイツに化粧品原料の販売会
社「Nisshin�OilliO�Fine�Chemicals�GmbH」を設
立しました。
平成22年�（2010）� 　�中国「日清奥利友（中国）

投資有限公司」内にファインケミカル中
国営業部を設置しました。

平成24年�（2012）　�スペインのエステルメーカー
である「Industrial�Quimica�Lasem,S.A.」
を子会社化しました。

営業所及び工場

発　売　主　要　商　品

ファインケミカル事業部
〒235-8558　横浜市磯子区新森町１番地
　　TEL�045（757）5442　FAX�045（757）5444

化粧品原料
　・各種機能性エステル：コスモールシリーズ、�サラコスシリーズ、�ノムコートシリーズ
　・ゲル化剤：ノムコートＳＧ、�ノムコートＨＫ－Ｇ、�ノムコートＨＫ－Ｐ
　・水溶性増粘剤：ノムコートＺ、�ノムコートＺＺ、ノムコートＣＧ、ノムコートＡＧ
　・乳化剤：サラコスＰＧ－180、�サラコスＤＧ－180、�サラコスＰＧ－218、�サラコスＤＧ－158�
　・紫外線吸収剤：ノムコートＴＡＢ
　・レシチン�（粉末、�粒状、�ペースト、�水添タイプ）�：ベイシスシリーズ
　・天然ビタミンＥ：トコフェロールシリーズ

代表取締役社長　今 村 　 隆 郎
代表取締役　専務執行役員　瀬 戸 　 　 明
代表取締役　専務執行役員　石 神 　 　 高
取締役　常務執行役員　藤 井 　 　 隆
取締役　常務執行役員　尾 上 　 秀 俊
取締役　常務執行役員　吉 田 　 伸 章
取締役　常務執行役員　久 野 　 貴 久
取　　　締　　　役　鳴 沢 　 　 隆
取　　　締　　　役　上 原 　 敏 夫
監　査　役（常勤）　木 村 　 彰 夫
監　査　役（常勤）　太 田 良 　 猛
監 査 役　新 谷 　 謙 一
監 査 役　寺 澤 　 　 進
常 務 執 行 役 員　栢之間　昌治
常 務 執 行 役 員　小 林 　 新
執 行 役 員　朝 倉 　 昌 彦
執 行 役 員　青 山 　 敏 明
執 行 役 員　岡 　 雅 彦
執 行 役 員　榎 本 　 雅 行
執 行 役 員　高 柳 　 利 明
執 行 役 員　河 原 﨑 　 靖
執 行 役 員　山 内 　 勝 昭
執 行 役 員　三 枝 　 理 人


